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研究成果の概要： 

平成 15-17 年度に行った研究により，即ち，発達性音韻障害児は 10 歳前後においても重み

付けの変化が明らかには認められず，健常児とは異なる語音知覚能力の発達経過を示す可能性

が示唆された．そしてその一因として音韻情報処理の問題が推測された．これらの一連の研究

をさらに発展させる形で，さらに実験を重ね，診断指標としての基準となる資料の収集を継続

した．さらに，音韻知覚能力の特徴を明らかにする上で中枢性聴覚障害の鑑別の重要性が明ら

かになってきたため，その鑑別のための検査バッテリーの作成及び，臨床事例への適用準備を

行った． 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 1,500,000 0 1,500,000 

2007 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

2008 年度 900,000 270,000 1,170,000 

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 600,000 4,100,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：教育学・特別支援教育 
キーワード：特別な教育的ニーズ 
 
 
１．研究開始当初の背景 
（1）構音障害から音韻障害へ 
  話しことばの発音障害全般に対して，特定
の語音が話し手の母語の音韻体系から逸脱
した音として生成され，その誤りが何度も繰
り返される場合に“構音障害”という用語が用
いられてきた．構音障害は，話しことばの生
成過程のいずれに問題がある場合にも発生

するため，発現頻度が高い言語障害である．
構音障害の原因には，発声発語器官の形態や
機能の問題，聴覚，神経・筋系の疾患などが
あるが，明らかな原因が特定されない場合を
“機能性あるいは発達性構音障害”という．発
達性構音障害の発生には音韻能力や構音器
官の運動能力の発達の遅れなど，音韻発達と
運動発達の両面の関与が推測されている．従



来は，障害の要因として構音運動の側面に注
目されることが多かったが，1980 年代から
障害の発現に音韻発達の問題が関与が大き
いことが明らかになってきた．その流れに伴
い，アメリカ精神医学会による障害名は“発達
性構音障害”から“音韻障害”へ，定義は音韻障
害は語音を正しく産生できない構音の誤り
と認知が基盤となる語音の言語学的範疇化
ができない音韻の問題を含む”というように，
音韻発達の問題の関与を明示する内容に変
化した（DSM-Ⅳ, 1994）． 
 
（2）音韻障害に合併する問題 
  音韻障害に対する考え方の変化は，臨床に
おける現実を反映したものといえる．音韻障
害は表面的には構音の問題が目立つため，正
しい構音運動の指導によって治療可能な障
害というとらえ方がなされてきた．しかし，
たまたま構音運動を誤って学習したが，その
他の発達上の問題がない例はごく一部であ
り，幼児期に構音の問題の他に言語発達の問
題，就学前後からは読み書き・計算などの学
習の問題を合併する例が認識されるように
なってきた．中でも単音節の構音運動の学習
には大きな困難を示さないが，単語以上のレ
ベルでは，いい誤り，聴き誤りが多く，誤り
方に一貫性がない状態が就学後も長く続き，
通常の言語治療では改善が困難な一群が存
在する．これらの例では，言語発達や読み書
きの問題が合併する割合が高く，音韻障害と
言語発達の問題に共通する要因として音韻
情報処理の問題が推測されている（原 2003，
田中 2005）（図 1）．さらに，“音韻情報処理
の問題を持つことが推定される音韻障害児”
は，音韻障害と言語学習のつまずきから，コ
ミュニケーション障害や学校への不適応な
ど 2次的な問題を引き起こし，問題が長期化，
深刻化する場合が多く，保育・教育場面の指
導において懸案になっている．したがって，
早期に問題を鑑別し，適切な治療的介入を行
うことは，後に続く生活の質（Qualty of Life）
を高める上でも重要な課題であるといえる． 
 
 
 
 
２．研究の目的 
われわれは，この問題に対して，障害の発

生機序を解明し有効な指導方法を確立する
ため，音韻障害児の音韻情報処理および言語
発達特徴の解明のための研究を行ってきた
（平井，安，荒井，飯高，2005）．しかしな
がら，効果的な学習支援方法の開発のために
は，さらに音韻障害児の言語発達の問題に関
連した音韻情報処理特徴に関する，知見に基
づく評価および訓練方法の確立が必要であ
る．したがって，本研究においては，現在ま

での研究成果をふまえて，以下を明らかにす
ることをめざした． 
（1）音韻障害児の自己の誤り音に関する音
韻知覚能力に関する実験的研究によって音
韻知覚能力の特徴をより詳細に明らかにす
る． 
 
（2）音韻障害児の音韻処理能力に関する実 
験によって音韻処理能力の評価および学習
支援方法について検討する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（3）音韻障害児の自己の誤り音に関する音
韻知覚および音韻処理能力課題に関する実
験的研究の結果をふまえて，音韻処理能力の
評価と音韻障害児の知覚特性を考慮した訓
練課題の教育・臨床現場への適用をはかる． 
 



３．研究の方法 
平成 18 年度には，平成 15-17 年度におけ

る本研究課題に関連した研究の知見をふま
え，（1）音韻障害児の音韻知覚能力に関する
実験的研究によって音韻知覚能力の特徴を
より明らかにし，（2）音韻障害児の音韻処理
能力に関する実験的研究によって，音韻処理
能力の評価を行い，学習支援方法について検
討した． 
平成 19 年度以降には，平成 18 年度におけ

る音韻障害児の音韻知覚と音韻処理能力に
関する予備的研究の結果をふまえて，音韻処
理能力の評価と訓練課題の実用化をめざし
た． 

さらに，平成 18 年度における研究遂行に
おいて，音韻知覚能力の特徴を明らかにする
上で中枢性聴覚障害の鑑別の重要性が明ら
かになってきた（図 2）．しかし，現在日本で
は中枢性聴覚障害の鑑別のための検査およ
び手続きが十分に確立していないため，小児
用の中枢性聴覚障害の鑑別のための検査バ
ッテリーの作成について検討し，臨床事例へ
の適用をめざした． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
（1）音韻障害児の音韻知覚に関する実験的
研究については，低年齢の小児（3-9 歳）を
対象とした実験プログラムを作成し，健常児
を対象として予備実験を行った．結果を分
析・検討し，プログラムの修正を行った．音
韻障害が疑われる臨床事例を分析した．また，
健常児における音韻能力発達に関して調査
を行い，健常児の音韻処理能力に関する研究
を継続し，成果のまとめに取り組んだ． 

成果の一部を LD 学会のシンポジウムにお
いて発表し，その内容が学会誌に掲載された．
音韻知覚能力に関する実験プログラムにつ
いては，論文を日本音響学会誌に投稿した

(2009 年 12 月)． 
 
（2）音韻処理能力に関する研究については，
（中枢性）聴覚処理障害に関する資料を収集
し，臨床事例の分析をふまえて，鑑別・診断
のためのテストバッテリーの試案の作成に
取り組んだ（平井・安・荒井・飯高,2007）．  
また，（中枢性）聴覚処理障害および音韻

処理能力の障害に関して資料の収集結果を
まとめ，成果の一部を日本音響学会，2009
年春季研究発表会（2009 年，3 月）において
発表した（平井・安・荒井・飯高, 2007）． 
  さらに（中枢性）聴覚処理障害に対するコ
ミュニケーション支援の一環として，補聴デ
ヴァイスの活用が有効とされていることか 
ら，将来的に小児の（中枢性）聴覚処理障害
に対する支援に応用可能性を検討するため，
成人の（中枢性）聴覚処理障害に伴う語音知
覚能力に関連する研究，および補聴デヴァイ
スや音響的環境の制御に関する研究を行っ 
た（小林・安・程島・荒井・進藤, 2008）． 
 
（3）日本語を母語とする健常児の語音知覚
能力に関する研究についてまとめ，学術雑誌
に投稿した（松中・加藤・平井・浅野, 2008）． 

語音知覚能力 音韻情報の
処理能力発達性構音障害

（中枢性）聴覚処理障害

図 2  （中枢性）聴覚処理障害 

 
（4）健常成人の音声知覚能力に関する基礎
的な研究についてまとめた（荒井・道又・鎌
田, 2009）． 
 
（5）日本語を母語とする小児を対象とした，
音韻障害の実態および評価に関する研究の
成果をまとめ，学術雑誌に投稿した（原, 
2008）． 
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